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炭素市場エクスプレス メールマガジン 第 87号（2021年 12月 7日発行） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

こんにちは、炭素市場エクスプレス事務局です。 

本メールマガジンは、炭素市場に関する最新の動向や国内外のイベント情報等についての情報を毎月 2

回程度配信しています。 下記リンクもあわせてご覧ください。 

 

ホームページ    https://www.carbon-markets.go.jp/ 

Facebook    https://www.facebook.com/jcm.oecc/ 

二国間クレジット制度（JCM） https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/index.html 

◇トピックス――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◆1．イベントのお知らせ 

[1] 【開催案内】CEFIA Japan Seminar 2021（経産省）***12/17（金）15：00～*** 

[2] 【開催案内】ベトナムにおける JCM の実施に関するウェビナー（2021） ～JCM を活用したカーボ

ンニュートラル実現に向けたイノベーション～（GEC） ***12/17（金）10：30～*** 

[3] 【開催案内】第 2 回 JCM x ESG 金融セミナー：東南アジアにおける ESG 金融等を活用した

JCM設備補助事業と SDGs 推進（OECC）***12/20（月）15：00～*** 

 

◆2．事務局からのお知らせ 

[1] JCM提案プロジェクト（タイ）へのパブリック・コメントを開始しました 

[2] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定を機能させる - 6 条及び気候ファイナンスにおける先住民

族の権利への取組 

[3] COP26 サイドイベント傍聴：北欧におけるカーボンニュートラルと市場メカニズム 

[4] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定 6条への準備と CDMの移行 - NDC実施の重要な柱 

[5] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定 6条 2項に基づく先駆的な二国間協力 

[6] COP26 サイドイベント傍聴：炭素市場は途上国に利益をもたらすことができるか? 

[7] COP26 サイドイベント傍聴：高い野心のNDC実施のための 6条アプローチの能力強化プログラム

の開始 

 

◆3．政府機関の報道発表 

[1] 「日米グローバル地方ゼロカーボン促進イニシアティブ」の立ち上げについて（環境省） 

[2] 山口大臣記者会見録（11月 26 日（金））（環境省） 

 

◆1．イベントのお知らせ―――――――――――――――――――――――――――――― 

[1] 【開催案内】CEFIA Japan Seminar 2021（経産省） 

https://www.carbon-markets.go.jp/
https://www.facebook.com/jcm.oecc/
https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/index.html


カーボンニュートラルにチャレンジするグローバル企業による基調講演、CEFIA において取り組み中の低炭

素プロジェクト（フラッグシップ・プロジェクト）に関するパネルディスカッションを予定しており、カーボンニュー

トラルの実現に向けた官民協働への理解を深め、国内企業等の CEFIA への参画のきっかけとなることを

目的とします。 

 

開催日（動画配信日）：2021年 12月 17日（金）15:00～17:00 

使用言語：日本語（一部、英語で日本語字幕あり） 

 

【イベントの詳細及び参加登録はこちら】 

⇒ https://www.cefia-dp.go.jp/2021japan-event 

 

[2] 【開催案内】ベトナムにおける二国間クレジット制度（JCM）の実施に関するウェビナー（2021） 

～JCM を活用したカーボンニュートラル実現に向けたイノベーション～（GEC） 

日本環境省及び公益財団法人地球環境センター（GEC）は、日本・ベトナム環境ウィークの一環とし

て、ベトナム天然資源環境省（MONRE）と共催で、2021 年 12 月 17 日（金）に「ベトナムにおけ

る二国間クレジット制度（JCM※1）の実施に関するウェビナー ～JCM を活用したカーボンニュートラル

実現に向けたイノベーション～」を開催します。 

 

開催日（動画配信日）：12月 17 日（金）10：30～13：00（日本時間） 

使用言語： 英語及びベトナム語（同時通訳） 

 

【イベントの詳細及び参加登録はこちら】 

⇒ https://gec.jp/jcm/jp/news/jcm2021vietnam_info/ 

 

[3] 【開催案内】第 2 回 JCM x ESG 金融セミナー：東南アジアにおける ESG 金融等を活用した

JCM設備補助事業と SDGs 推進（OECC）***12/20（月）15：00～*** 

 

日本環境省及び一般社団法人海外環境協力センター（OECC）は 2021 年 12 月 20 日（月）

に「第 2 回 JCM x ESG 金融セミナー」を開催します。10 月に開催した第 1 回セミナーに引き続き、

ESG金融活用による JCM事業形成及び SDGs 達成貢献をさらに促進することを目的としています。 

 

テーマ：東南アジアにおける ESG金融等を活用した JCM設備補助事業と SDGs推進 

開催日時：2021年 12月 20日（月） 15:00～16:00 

内容：ESG金融に関わる金融機関からの講演、企業からの取組紹介 

 

【イベントの詳細及び参加登録はこちら】 

https://www.cefia-dp.go.jp/2021japan-event
https://gec.jp/jcm/jp/news/jcm2021vietnam_info/


⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/jcmgp/esg_seminar2021.html 

（参考登録ページ） 

⇒ https://a04.hm-f.jp/index.php?action=R1&a=693&g=10&f=19&fa_code=0ca9

e80a402af19cfc9a53a6e836ce02 

 

◆2．事務局からのお知らせ――――――――――――――――――――――――――――― 

[1] JCM提案プロジェクト（タイ）へのパブリック・コメントを開始しました 

JCM 提案プロジェクト（タイ）「Introduction of High-efficiency Boiler System to Rubber 

Belt Plant」へのパブリック・コメント（2021 年 11 月 26 日～2021 年 12 月 25 日）を開始しまし

た。 

【詳細はこちら】 

⇒ https://www.jcm.go.jp/th-jp/information/423 

【タイにおける最近の動向はこちら】 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/initiatives/thailand.html 

 

[2] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定を機能させる - 6 条及び気候ファイナンスにおける先住民

族の権利への取組 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11658/ 

 

[3] COP26 サイドイベント傍聴：北欧におけるカーボンニュートラルと市場メカニズム 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11659/ 

 

[4] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定 6条への準備と CDMの移行 - NDC実施の重要な柱 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11660/ 

 

[5] COP26 サイドイベント傍聴：パリ協定 6条 2項に基づく先駆的な二国間協力 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11661/ 

 

[6] COP26 サイドイベント傍聴：炭素市場は途上国に利益をもたらすことができるか? 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11662/ 

 

[7] COP26 サイドイベント傍聴：高い野心のNDC実施のための 6条アプローチの能力強化プログラム

の開始 

【傍聴メモ】⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/column/event_report/11663/ 

 

◆3．政府機関の報道発表――――――――――――――――――――――――――――― 
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[1] 「日米グローバル地方ゼロカーボン促進イニシアティブ」の立ち上げについて（環境省） 

日米は、令和３年 11 月 10 日（水）のＣＯＰ26 ジャパン・パビリオンのサイドイベント「地域の脱炭

素化に向けたマルチステークホルダーの役割」において、「日米グローバル地方ゼロカーボン促進イニシアテ

ィブ」の立ち上げを表明しましたので、お知らせします。 

 

【報道発表はこちら】 

https://www.env.go.jp/press/110239.html 

 

[2] 山口環境大臣記者会見録（11月 26 日（金））（環境省） 

山口環境大臣が記者会見で、COP26 合意を踏まえた３つのアクション：１）JCM のパートナー国の

拡と、国際機関と連携した案件形成・実施の強化、２）民間資金を中心とした JCM の拡大、３）市

場メカニズムの世界的拡大への貢献、について発言されました。 

 

【発言要旨及び説明資料はこちら】 

⇒ http://www.env.go.jp/annai/kaiken/r3/1126.html 

 

【会見動画はこちら】 

⇒ https://youtu.be/6JOxri2MfrU 

 

◎●お問い合わせについて―――――――――――――――――――――――――――― 

炭素市場エクスプレスでは、二国間クレジット制度（JCM）や国際的な市場メカニズムに関する情報を

提供しております。JCM の制度や仕組み、プロジェクトの実施、クレジットの活用及び市場メカニズムの動

向等について、メールにてお気軽にご相談ください。 

⇒ info@carbon-markets.go.jp 

 

メールマガジン登録内容変更もしくは配信停止ご希望の方は、下記ページより手続きください。 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/newsletter/ 

 

メールマガジンのバックナンバー（PDF）は下記サイトで公開しています（最新号を配信後に、前号がア

ップされます）。 

⇒ https://www.carbon-markets.go.jp/newsletter/2021/ 

 

◎●発行・編集――――――――――――――――――――――――――――――――― 

炭素市場エクスプレス事務局 ／ 一般社団法人海外環境協力センター（OECC） 

〒110-0016 東京都台東区台東 4-19-9 山口ビル 7・7 階 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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※このメールの記載内容の無断転載、無断複製を禁じます。 


